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六
一

は
じ
め
に

　

昨
夏
（
二
〇
二
二
年
夏
）
愛
知
県
で
国
際
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
た
。「
あ
い
ち

2022 ̶
̶
ST
ILL A

LIV
E　

今
、
を
生
き
抜
く
ア
ー
ト
の
ち
か
ら
」
で
あ
る
。

「ST
ILL A

LIV
E

」
と
は
、
愛
知
県
出
身
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
チ
ス
ト

で
あ
る
河
原
温
の
電
報
を
用
い
た
シ
リ
ー
ズ
《I A

M
 ST
ILL A

LIV
E

》
か
ら
着

想
を
得
た
テ
ー
マ
１
だ
と
い
う
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
一
九
七
〇
年
以
降
三
十
年
間
に
河
原
が
世
界
中
の
知
人
に

送
っ
た
「I A

M
 ST
ILL A

LIV
E

」
と
だ
け
記
し
た
約
九
百
通
の
電
報
を
用
い
た

作
品
で
あ
る
。
河
原
に
は
、
起
床
時
刻
を
記
し
た
だ
け
の
絵
葉
書
《I GO

T
 U
P

》

シ
リ
ー
ズ
と
い
う
メ
ー
ル
・
ア
ー
ト
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
同
じ
こ
と
ば
を
繰
り
返

し
て
い
る
。

　

小
川
洋
子
の
『
原
稿
零
枚
日
記
』２
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、「
ま
だ
生
き
て
い
る

（still alive

）」
こ
と
や
起
床
時
刻
を
繰
り
返
し
記
す
集
積
を
、
ア
ー
ト
に
し
た
と

現
代
ア
ー
ト
か
ら
読
む
小
川
洋
子
『
原
稿
零
枚
日
記
』　
小
説
家
の
日
常
を
ア
ー
ト
す
る

Contem
porary A

rt in Y
oko O

gaw
a "Gen ko zero m

ai Nikki"
: Interactivity betw

een the A
uthors' Lives and A

rt

佐 

々 

木
　
　
亜 

紀 

子

SA
SA
K
I A
kiko

キ
ー
ワ
ー
ド
：
小
川
洋
子
・『
原
稿
零
枚
日
記
』・
現
代
ア
ー
ト

い
う
河
原
の
発
想
は
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。な
ぜ
な
ら『
原
稿
零
枚
日
記
』

も
ま
た
、「
原
稿
零
枚
」
な
ど
と
原
稿
枚
数
を
末
尾
に
繰
り
返
し
記
す
「
日
記
」
の

集
積
だ
か
ら
だ
。

　
『
原
稿
零
枚
日
記
』
は
、
二
〇
〇
九
年
一
月
か
ら
翌
年
四
月
に
か
け
て
一
回
の
休

載
（
二
〇
〇
九
年
八
月
号
）
を
挟
み
、『
す
ば
る
』
に
十
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ

れ
た
小
説
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
八
月
に
単
行
本
化
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
八
月
に

文
庫
化
さ
れ
た
。

　

小
説
は
長
編
小
説
を
書
き
あ
ぐ
ね
て
い
る
小
説
家
の
二
十
六
日
分
の
「
日
記
」

で
あ
る
。
内
容
は
、「
九
月
の
あ
る
日
（
金
）」
か
ら
「
八
月
の
あ
る
日
（
火
）」
と

あ
り
、
一
年
間
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
二
十
六
の
「
日
記
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
な
か
で
「
七
月
の
あ
る
日
（
日
）　

飛
行
機
と
新
幹
線
を
乗
り

継
ぎ
、
Ｔ
と
い
う
名
の
遠
い
町
へ
行
く
。」３
に
注
目
し
た
い
。
分
量
の
う
え
で
も
っ

と
も
長
く
、
初
出
で
二
回
（
二
〇
一
〇
年
二
月
・
三
月
）
に
わ
た
っ
て
分
載
さ
れ

た
比
重
の
重
い
部
分
で
あ
る
。「
Ｔ
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
妻
有
（
あ
る
い
は

愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
八
号　

二
〇
二
三
・
三　

六
一 

― 

七
二
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
八
号

六
二

十
日
町
市
）
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
私
」
が
見
た
「
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
」
は
「
大

地
の
芸
術
祭　

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
9
」
で
あ
る
。
本
稿

で
は
こ
の
芸
術
祭
を
参
照
し
つ
つ
、「
現
代
ア
ー
ト
」
の
観
点
か
ら
こ
の
小
説
を
読

解
す
る
。一

、「
日
記
」
を
書
く
「
私
」
あ
る
い
は
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉

　

小
川
洋
子
と
「
日
記
」
の
関
わ
り
は
深
い
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、『
ア
ン
ネ

の
日
記

0

0

』
が
そ
の
文
学
的
原
点
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
ま
た
、
小
川
は
デ
ビ
ュ
ー
間

も
な
い
段
階
か
ら
「
日
記
」
を
小
説
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
一
九
九
〇
年
の
『
シ
ュ
ガ
ー
タ
イ
ム
』４
の
冒
頭
は
、「
三
週
間
ほ
ど

前
か
ら
、
わ
た
し
は
奇
妙
な
日
記

0

0

を
つ
け
始
め
た
」
で
あ
り
、
同
年
「
妊
娠
カ
レ
ン

ダ
ー
」５
は
、
姉
の
出
産
へ
と
向
か
う
日
付
か
ら
始
ま
る
。
食
事
の
内
容
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
す
る
「
奇
妙
な
日
記
」
で
あ
っ
た
り
、出
産
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
あ
っ

た
り
す
る
「
日
記
」
は
、
そ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
点
で

こ
れ
ら
二
作
と
『
原
稿
零
枚
日
記
』
と
は
位
相
を
異
に
す
る
。
本
作
品
は
あ
た
か

も
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
の
日
記
の
よ
う
な
錯
覚
を
抱
か
せ
る
よ
う
に
構
築
さ
れ

た
日
記
体
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
と
は
、
小
川
洋
子

と
い
う
人
物
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
小
説
家
と
し
て
の
属
性
の
み
を
示
す
〈
小
説

家
小
川
洋
子
〉
で
あ
る
。

　

単
行
本
化
さ
れ
て
間
も
な
い
時
期
か
ら
「
日
記
」
と
い
う
か
た
ち
は
注
目
さ
れ

て
き
た
６
。
な
か
で
も
蜂
飼
耳
は
「
日
記
体
と
い
う
手
法
の
可
能
性
を
ひ
ろ
げ
る
、

魅
力
的
な
小
説
」７
と
し
、
松
永
美
穂
も
「「
日
記
」
と
「
零
枚
」
を
逆
手
に
と
り
つ

つ
、
日
常
を
み
ご
と
な
小
説
に
変
え
た
、
静
か
な
野
心
作
だ
」８
と
評
価
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
中
村
三
春
は
文
学
理
論
を
基
礎
に
、「
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
視
点
か

ら
」
総
合
的
に
分
析
読
解
し
て
い
る
９
。
中
村
は
「
日
記
体
の
小
説
形
式
」
の
特
徴

を
「
断
章
集
積
形
式
・
断
絶
性
と
連
続
性
・
主
体
の
一
貫
性
・
私
的
性
格
」
と
ま

ず
解
き
明
か
し
た
う
え
で
、『
原
稿
零
枚
日
記
』
を
「
日
記
体
小
説
の
性
質
を
受
け

継
ぎ
、
さ
ら
に
そ
の
性
質
を
独
自
の
形
で
昇
華
さ
せ
た
小
説
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
そ
の
「
独
自
」
性
の
ひ
と
つ
を
、「
私
」
と
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
の

距
離
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
松
永
が
「
そ
の
（
自
伝
小
説
の
：
佐
々
木
注
）
背
後

に
実
在
の
人
物
が
透
け
て
見
え
る

0

0

0

0

0

0

」
こ
と
か
ら
ま
ず
語
り
出
し
つ
つ
、「
原
稿
零
枚
」

と
記
す
そ
の
人
を
「
私
」
と
注
意
深
く
論
じ
た
よ
う
に
、小
説
内
の
「
私
」
と
〈
小

説
家
小
川
洋
子
〉
と
は
峻
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題
に
し
た

い
の
は
、「
私
」
が
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
に
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ

の
入
念
な
似
せ
方
に
『
原
稿
零
枚
日
記
』
の
際
立
っ
た
特
異
性
が
あ
る
と
い
っ
て

も
い
い
。

　

た
と
え
ば
こ
の
小
説
に
実
経
験
が
関
わ
る
こ
と
は
、「
じ
つ
は
こ
の
連
載

0

0

0

0

が
始
ま

る
と
き
に
、
飛
騨
高
山
の
宇
宙
線
研
究
所
で
、
素
粒
子
を
観
測
す
る
ス
ー
パ
ー
カ

ミ
オ
カ
ン
デ
を
見
学
す
る
機
会
が
あ
っ
た
ん
で
す
」10
と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
冒
頭
章
「
九
月
の
あ
る
日
（
金
）　

長
編
小
説
の
取

0

0

0

0

0

0

材0

の
た
め
宇
宙
線
研
究
所
を
見
学
し
、Ｆ
温
泉
に
泊
ま
る
」
に
反
映
さ
れ
、こ
の
「
長

編
小
説
」
は
『
原
稿
零
枚
日
記
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ほ
か
に
も
藤
野
可
織
が「
取
材
」に
関
す
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
藤
野
は「
連

載
さ
れ
て
い
た
期
間
に
（
中
略
）
こ
の
作
品
の
た
め
の
取
材

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
同
行
さ
せ
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
れ
は
去
年
の
夏
の
こ
と
で
、
焼
け
焦
げ
そ
う
な
ほ
ど
に
暑

い
日
だ
っ
た
」11
と
述
べ
る
。
大
学
院
で
美
学
芸
術
学
を
専
攻
し
て
い
た
藤
野
で

あ
れ
ば
、「
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
」（
七
月
の
あ
る
日
（
日
））
の
「
取
材
」
で
あ
ろ

う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
の
実
経
験
は
「
私
」
に
流
れ
込
み
、「
実
在
の
人

物
が
透
け
て
見
え
る
」
の
だ
。
だ
が
、
実
経
験
の
小
説
化
と
い
っ
て
も
、
い
わ
ゆ

る
私
小
説
の
手
法
で
は
全
く
な
い
。
ま
た
私
小
説
の
読
み
の
モ
ー
ド
を
逆
手
に
と

る
谷
崎
潤
一
郎
の
『
瘋
癲
老
人
日
記
』12
な
ど
と
も
違
う
。
そ
し
て
「
零
枚
」
と
い
っ
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六
三

現
代
ア
ー
ト
か
ら
読
む
小
川
洋
子
『
原
稿
零
枚
日
記
』（
佐
々
木
亜
紀
子
）

て
も
、
初
期
の
太
宰
治
が
描
い
た
「
小
説
の
書
け
な
い
小
説
家
」13
や
、
吉
田
竜

也
が
論
じ
た
よ
う
な
「
書
く
こ
と
の
不
可
能
性
」
ゆ
え
の
「
書
け
な
い
小
説
家
の

系
譜
」14
と
も
異
な
る
方
法
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
現
代
ア
ー
ト
」

の
方
法
に
よ
る
実
経
験
の
小
説
化
な
の
で
あ
る
。

　

小
川
作
品
と
「
現
代
ア
ー
ト
」
と
の
親
和
性
は
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

中
村
三
春
は
『
琥
珀
の
ま
た
た
き
』
や
『
不
時
着
す
る
流
星
た
ち
』
を
中
心
に
論

考 

15

を
重
ね
て
い
る
が
、
拙
稿
で
も
『
こ
と
り
』
と
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
や
「
完

璧
な
病
室
」『
ミ
ー
ナ
の
行
進
』
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ニ
ズ
ム 

16

を
と
り
あ
げ
た
。

『
原
稿
零
枚
日
記
』
も
ま
た
そ
う
し
た
「
現
代
ア
ー
ト
」
の
系
列
に
属
す
る
小
説
な

の
で
あ
る
。　

二
、
盗
用
さ
れ
る
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉

　

初
出
『
す
ば
る
』
で
の
連
載
と
、
単
行
本
、
文
庫
本
に
は
い
く
つ
か
の
異
同
が

あ
る
が
、
単
行
本
化
で
の
異
同
と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
小
説
冒
頭
の
変
更
で

あ
る
。

　

初
出
で
は
「
九
月
の
あ
る
日
（
金
）　

宇
宙
線
研
究
所
を
見
学
し
た
帰
り
、
Ｆ
温

泉
に
泊
ま
る
」
と
あ
る
が
、
単
行
本
で
は
「
九
月
の
あ
る
日
（
金
）　

長
編
小
説
の

0

0

0

0

0

取
材
の
た
め

0

0

0

0

0

宇
宙
線
研
究
所
を
見
学
し
、
Ｆ
温
泉
に
泊
ま
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り

こ
の
書
き
加
え
は
、
単
な
る
著
述
家
で
は
な
く
小
説
家
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
明
確

化
す
る
こ
と
で
、〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
を
想
起
し
て
読
む
こ
と
を
促
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　

だ
が
『
原
稿
零
枚
日
記
』
は
、
現
実
に
着
地
し
た
ま
ま
の
「
日
記
」
で
は
な
い
。

松
永
が
指
摘
し
た
よ
う
に
「
ふ
と
気
づ
く
と
ど
ん
ど
ん
異
世
界

0

0

0

に
シ
フ
ト
し
て
い

く
」17
の
だ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
う
一
方
で
、
小
説
家
「
私
」
が
〈
小

説
家
小
川
洋
子
〉
だ
と
し
て
読
む
よ
う
誘
導
す
る
仕
掛
け
も
施
さ
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
冒
頭
章
「
九
月
の
あ
る
日
（
金
）」
で
Ｆ
温
泉
の
旅
館
か
ら
「
苔
料

理
専
門
店
」
で
「
異
世
界
」
で
の
よ
う
な
不
可
思
議
な
「
苔
料
理
」
を
食
し
た
「
私
」

が
、
旅
館
に
戻
っ
て
ラ
ジ
オ
の
野
球
中
継
を
聞
こ
う
と
す
る
。「
甲
子
園
で
の
対
巨

人
最
終
戦
。
ど
う
し
て
も
こ
の
試
合
に
は
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
回
東
京

ド
ー
ム
で
の
三
連
戦
で
三
連
敗
し
、
雲
行
き
が
か
な
り
怪
し
く
な
っ
て
い
る
」
と

意
気
込
む
「
私
」
は
、
阪
神
フ
ァ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
を

髣
髴
と
さ
せ
る
。
W
e
b
サ
イ
ト
「
阪
神　

2
0
0
8
年
の
試
合
結
果
と
日
程

表
」18
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
九
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
の
三
日
間
、
阪
神

は
東
京
ド
ー
ム
で
の
対
巨
人
戦
で
、
４
対
６
、
１
対
９
、
５
対
９
と
三
連
敗
し
、

九
月
二
十
七
日
（
土
）
甲
子
園
で
の
巨
人
戦
で
「
４
対
６
」
で
敗
け
て
い
る
。「
次

の
日
（
土
）」
の
「
朝
刊
で
阪
神
の
負
け
を
知
る
。
４
対
６
」
に
は
、
微
妙
に
ず
ら

さ
れ
た
現
実
が
「
透
け
て
見
え
る
」。

　

ま
た
小
川
作
品
を
長
年
読
ん
で
き
た
読
者
は
、『
原
稿
零
枚
日
記
』
を
読
む
と
、

そ
の
話
題
に
既
視
感
を
抱
い
て
し
ま
う
。
な
か
で
も
小
川
自
身
の
体
験
や
幼
少
期

の
思
い
出
な
ど
が
語
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
『
深
き
心
の
底
よ
り
』19
に
は
、

『
原
稿
零
枚
日
記
』
に
重
な
る
内
容
が
散
見
さ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、「
奇
妙
な
間
取
り
」
の
「
生
ま
れ
育
っ
た
家
」
に
は
、「
無
花
果
の

木
と
随
分
昔
に
潰
し
た
ま
ま
の
井
戸
」
が
あ
っ
た
と
い
う
件
。
そ
の
家
は
「
日
が

差
す
の
は
玄
関
だ
け
だ
っ
た
。
母
は
玄
関
の
上
が
り
口
に
編
み
機
を
置
き
、
内
職

を
し
て
い
た
。（
中
略
）
父
が
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
に
凝
っ
た
時
も
、
熱
帯
魚
を
飼
っ

た
時
も
、鳥
籠
と
水
槽
は
玄
関
に
並
べ
た
」
と
い
う
。
そ
の
思
い
出
か
ら
「
愛
読
書
」

へ
と
話
題
は
移
る
。
ま
た
金
光
教
の
「
取
次
者
」
だ
っ
た
祖
母
の
姿
と
と
も
に
描

か
れ
た
実
家
の
「
複
雑
な
構
造
」。
そ
れ
は
「
専
門
の
建
築
家
に
い
く
ら
説
明
し
て

も
、
あ
の
家
の
設
計
図
を
正
確
に
描
い
て
も
ら
う
こ
と
は
、
た
ぶ
ん
で
き
な
い
だ

ろ
う
と
思
う
」
と
い
う
話
（『
深
き
心
の
底
よ
り
』
所
収
。「
初
め
て
の
愛
読
書
」「
あ

り
が
た
い
、あ
り
が
た
い
」「
祈
り
な
が
ら
書
く
」）。
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「
十

月
の
あ
る
日
（
火
）」
と
重
な
る
。「
子
供
時
代
に
住
ん
で
い
た
家
の
思
い
出
に
つ
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い
て
」
の
「
取
材
」
を
受
け
た
「
私
」
は
、
興
奮
気
味
に
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
玄
関
脇
に
井
戸

0

0

が
あ
り
ま
し
て
、
も
う
土
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
真
ん
中
か
ら
無
花
果
の
木

0

0

0

0

0

が
一
本
生
え
て
い
ま
し
た
」（
中
略
）

「
昔
の
作
り
で
す
か
ら
玄
関

0

0

の
三
和
土
が
広
い
ん
で
す
。
そ
こ
で
父
は
小
鳥
を

飼
っ
て
い
ま
し
た
。
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ

0

0

0

0

0

0

0

や
文
鳥
や
十
姉
妹
、
ま
あ
ど
こ
に
で
も

い
る
種
類
で
す
。（
中
略
）
偉
人
シ
リ
ー
ズ
は
、当
時
私
が
最
も
熱
中
し
た
本

0

0

0

0

0

で
、

（
中
略
）
学
校
の
図
書
室
で
毎
週
一
冊
ず
つ
借
り
て
い
た
の
で
す
。（
中
略
）
小

鳥
の
あ
と
父
は
三
和
土
で
、
熱
帯
魚

0

0

0

を
飼
い
（
中
略
）」

「
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
左
手
は
母
の
裁
縫
室
で
す
。
ジ
ャ
ガ
ー
の
編
み
機

0

0

0

と
ブ

ラ
ザ
ー
の
ミ
シ
ン
、
ど
ち
ら
か
が
必
ず
稼
働
し
て
お
り
ま
し
て
…
」　
（
十
月
の

あ
る
日
（
火
））

　　

延
々
と
続
く
ま
と
ま
り
の
な
い
話
に
困
惑
し
た
編
集
者
は
、「
私
」
に
「
お
家
の

間
取
り
図
」
を
描
く
よ
う
勧
め
る
。
だ
が
「
私
」
の
描
く
「
間
取
り
図
」
は
ど
う

し
て
も
終
わ
ら
な
い
。「
お
か
し
い
な
あ
」
と
言
い
な
が
ら
奮
闘
す
る
「
私
」
は
コ

ミ
カ
ル
な
姿
と
な
り
果
て
て
、
祖
母
の
右
肘
に
は
「
わ
こ
さ
ん
と
ネ
ネ
さ
ん
」
と

い
う
同
居
人
が
現
れ
る
。
こ
こ
ま
で
読
み
進
め
る
と
、〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
も
、
現
実
世
界
か
ら
も
遊
離
し
て
い
た
こ
と
に
読
者
は
気
づ
く
。

　

中
村
三
春
は
「
現
実
に
あ
り
そ
う
も
な
い
が
、
絶
対
に
な
い
と
も
言
い
切
れ
な

い
出
来
事
を
、
現
実
性
の
境
界
事
象

0

0

0

0

と
仮
に
呼
ん
で
み
よ
う
。
こ
の
小
説
の
物
語

内
容
は
そ
の
連
続
」20
だ
と
論
じ
て
い
る
。
確
か
に
「
わ
こ
さ
ん
と
ネ
ネ
さ
ん
」

の
出
現
は
「
現
実
性
の
境
界
事
象
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
べ
き
事
態
だ
。
同
時
に
、

小
説
手
法
と
し
て
は
、
自
身
の
あ
る
い
は
自
作
エ
ッ
セ
イ
の
パ
ロ
デ
ィ
化
と
も
、

読
者
に
と
っ
て
既
視
感
の
あ
る
小
川
作
品
の
〈
模
シ
ミ
ュ
ラ
ク
ル
像
〉
と
も
言
え
る
。

　

椹
木
野
衣
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ニ
ズ
ム
の
価
値
を
論
じ
た
際
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
コ

ン
ド
の
絵
に
つ
い
て
、「
ど
こ
か
で
見
覚
え
が
あ
っ
て
、
一
種
の
デ
ジ
ャ-

ヴ
ュ
、

つ
ま
り
既
視
感

0

0

0

に
結
び
つ
い
て
い
る
（
中
略
）
入
念
に
意
図
さ
れ
た
人
工
的
な
ノ

0

0

0

0

0

ス
タ
ル
ジ
ー

0

0

0

0

0

」
と
説
明
し
て
い
る
。「
十
月
の
あ
る
日
（
火
）」
は
ま
さ
に
「
既
視
感
」

を
与
え
る
「
人
工
的
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」
を
醸
し
出
す
。『
深
き
心
の
底
よ
り
』
を

「
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、
ず
た
ず
た
に
カ
ッ
ト
ア
ッ
プ
し
（
中
略
）
リ
ミ
ッ
ク
ス
」21

し
た
も
の
が
「
十
月
の
あ
る
日
（
火
）」
な
の
で
あ
る
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ニ
ズ
ム
は
「
盗
用

0

0

芸
術
」
と
も
訳
さ
れ
る 

22

が
、「
十
一
月

の
あ
る
日
（
木
）」
は
、「
盗
作
」
の
話
で
あ
る
。
日
記
体
と
し
て
不
自
然
な
く
断

絶
し
た
話
題
に
移
行
し
た
と
見
せ
な
が
ら
、
実
は
周
到
に
小
説
全
体
の
方
法
意
識

を
表
現
し
た
も
の
と
い
え
る 

23

。

　
「
十
一
月
の
あ
る
日
（
木
）」
に
は
「
私
」
が
か
つ
て
マ
ル
セ
イ
ユ
空
港
か
ら
の

バ
ス
で
「〝
有
名
な
作
家
〞」
と
隣
り
合
わ
せ
た
こ
と
が
綴
ら
れ
る
。
だ
が
そ
の
時

ど
う
し
て
も
そ
の
「
名
前
が
思
い
出
せ
な
い
」。
帰
国
後
も
彼
の
本
を
捜
す
が
見
つ

か
ら
な
い
。「
じ
た
ば
た
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、〝
有
名
な
作
家
〞
は
沼
の
奥
深
く
に

沈
ん
で
い
っ
た
」。
そ
こ
で
「
私
」
は
「
昔
読
ん
だ
〝
有
名
な
作
家
〞
の
あ
る
小
説

を
思
い
出
し
て
そ
の
ま
ま
書
」
き
、文
芸
誌
に
送
る
。「
そ
う
ま
で
し
て
も
私
は
〝
有

名
な
作
家
〞
の
名
前
が
知
り
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
あ
る
が
、結
局
は
「
盗
作
」

と
し
て
糾
弾
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
依
然
と
し
て
名
前
は
思
い
出
せ
な
い
と
い
う

「
盗
作
」
の
話
だ
。

　
「〝
有
名
な
作
家
〞」
と
移
動
中
に
隣
り
合
わ
せ
た
話
題
が
、
や
は
り
『
深
き
心
の

底
よ
り
』（「
隣
り
の
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
」）
に
あ
る
の
も
気
に
か
か
る
。
た
だ

し
先
の
「
十
月
の
あ
る
日
（
火
）」
で
よ
り
重
要
な
の
は
、「
盗
用
」
さ
れ
た
「〝
有

名
な
作
家
〞」
が
『
深
き
心
の
底
よ
り
』
の
作
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
八
月
の
あ
る
日
（
金
）」
で
、「
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
を
見
物
」
し
た
話
を
母
に

す
る
「
私
」
は
、「
今
語
っ
て
い
る
の
は
本
当
に
経
験

0

0

し
た
こ
と
な
の
か
、
自
分
が

書
い
た
小
説

0

0

の
あ
ら
す
じ
な
の
か
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
く
る
。（
中
略
）
人
々
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現
代
ア
ー
ト
か
ら
読
む
小
川
洋
子
『
原
稿
零
枚
日
記
』（
佐
々
木
亜
紀
子
）

は
、
外
側
か
ら
や
っ
て
来
た
の
で
は
な
く
自
分
の
中
か
ら
編
み
出
さ
れ
た
影
絵

0

0

の

よ
う
な
気
が
し
て
く
る
」
と
い
う
。「
経
験
」
と
「
小
説
」
は
な
い
ま
ぜ
に
な
り
、〈
小

説
家
小
川
洋
子
〉
な
の
か
、「
私
」
な
の
か
不
分
明
に
な
る
。「〝
有
名
な
作
家
〞」

は
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
の
「
影
絵
」
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
私
」
の
「
盗

作
」
に
「
気
づ
い
て
く
れ
た
人
は
誰
も
い
な
い
」
の
だ
。

　
『
原
稿
零
枚
日
記
』
は
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
の
『
深
き
心
の
底
よ
り
』
を
「
盗

用
」
し
、
現
実
感
を
稀
釈
し
た
う
え
で
「
人
工
的
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」
を
貼
り
つ

け
た
〈
模
シ
ミ
ュ
ラ
ク
ル
像
〉
な
の
で
あ
る
。

三
、
模

シ
ミ
ュ
ラ
ク
ル
像
と
な
る
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉

　
「
二
月
の
あ
る
日
（
水
）」
で
は
、
校
閲
者
と
の
や
り
と
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
重
要
な
の
は
、
校
閲
箇
所
が
「
十
月
の
あ
る
日
（
日
）」
の
内
容
で
あ
る

こ
と
だ
。

　

極
単
純
化
し
た
読
み
を
す
れ
ば
、『
原
稿
零
枚
日
記
』
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
か

ら
二
〇
〇
九
年
八
月
ま
で
の
出
来
事
や
経
験
が
、「
九
月
の
あ
る
日（
金
）」か
ら「
八

月
の
あ
る
日
（
火
）」
と
し
て
、二
〇
〇
九
年
一
月
か
ら
二
〇
一
〇
年
四
月
ま
で
『
す

ば
る
』
に
分
載
さ
れ
て
ゆ
く
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

当
然
な
が
ら
、
あ
る
出
来
事
は
、
時
差
を
生
じ
つ
つ
執
筆
、
校
閲
を
経
て
掲
載

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
十
月
の
出
来
事
は
、
二
月
に
校
閲
し
三
月
に
掲
載
さ
れ
、

そ
の
校
閲
し
た
と
い
う
出
来
事
が
「
二
月
の
あ
る
日
（
水
）」
と
し
て
七
月
に
掲
載

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　

つ
い
最
近
も
、「
…
…
私
は
三
輪
車
に
ま
た
が
り
、
彼
女
は
車
輪
の
軸

0

0

0

0

に
結
ば

れ
た
ロ
ー
プ
を
引
っ
張
っ
た
」
の
一
文
に
つ
い
て
徹
底
的
な
追
及
が
な
さ
れ
た
。

車
輪
の
軸
に
ロ
ー
プ
を
結
ん
だ
場
合
、
前
進
す
る
と
と
も
に
ロ
ー
プ
が
巻
き
つ

い
て
引
っ
張
れ
な
く
な
る
、
と
い
う
の
が
校
閲
者
の
指
摘
だ
っ
た
。（
中
略
）

　

結
局
ロ
ー
プ
は
ハ
ン
ド
ル
の
軸

0

0

0

0

0

0

に
結
ぶ
こ
と
に
し
た
。（
二
月
の
あ
る
日（
水
））

　

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
二
〇
〇
九
年
三
月
に
『
す
ば
る
』
に
現
実
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
『
原
稿
零
枚
日
記
』
の
校
閲
を
、「
二
月
の
あ
る
日
（
水
）」
に
「
私
」
が

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
は
、「
私
」
は
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉

に
重
な
る
。
だ
が
一
方
で
、車
輪
で
は
な
く「
ハ
ン
ド
ル
の
軸
に
結
ぶ
こ
と
に
し
た
」

と
書
き
替
え
た
点
で
、「
十
月
の
あ
る
日
（
日
）」
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
か
さ
れ
、「
私
」
の
実
在
性
は
た
ち
ま
ち
を
無
効
化
す
る
。

　

要
す
る
に
、
実
在
の
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
が
作
っ
た
は
ず
の
小
説
中
の
「
私
」

は
、
肥
大
化
し
て
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
を
侵
食
す
る
か
に
み
え
、
つ
い
に
は
〈
小

説
家
小
川
洋
子
〉
も
ろ
と
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
藻
屑
と
消
え
、
溶
解
す
る
。

　

こ
う
し
た
主
体
の
不
確
か
さ
に
つ
い
て
、
ふ
た
た
び
「
あ
い
ち2022

」
を
参
照

す
れ
ば
、
百
瀬
文
の
映
像
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
《Jokanaan

》（
二
〇
一
九
）
が

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
の
作
品
で
は
「
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
ヴ
ィ
デ
オ
の
左
側

に
は
実
在
す
る

0

0

0

0

男
性
が
、
右
側
に
は
Ｃ
Ｇ
の
女
性
が
映
し
出
さ
れ
、
向
か
い
合
わ

せ
に
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」。
だ
が
「
女
性
像
は
男
性
の
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

プ
チ
ャ
ー
で
つ
く
ら
れ
た
デ
ー
タ

0

0

0

で
し
か
な
い
」24
と
い
う
。「
私
」
は
、モ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
・
デ
ー
タ
の
Ｃ
Ｇ
と
同
じ
く
、
小
説
中
の
虚
像
で
あ
り
な
が
ら
、

「
実
在
す
る
」〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
と
共
鳴
し
つ
つ
ア
ー
ト
作
品
に
な
っ
て
い
る

の
だ
。

　

こ
の
方
法
は
文
庫
版
「
あ
と
が
き
」
で
も
貫
か
れ
て
い
る
。「
あ
と
が
き
」
は
「
あ

と
が
き
代
わ
り
の
日
記
」
と
さ
れ
、
三
日
間
の
日
記
体
に
な
っ
て
い
る
。「
十
年
振

り
に
ア
ル
ル
を
訪
れ
」
て
書
店
で
朗
読
会
に
参
加
し
た
「
四
月
の
あ
る
日
（
金
）」。

招
待
さ
れ
た
Ｅ
さ
ん
の
自
宅
で
十
四
歳
に
な
っ
た
Ｍ
君
に
再
会
し
た
「
次
の
日

（
土
）」。
そ
し
て
「
五
月
の
あ
る
日
（
水
）」
に
は
、
末
尾
に
「
担
当
編
集
者
か
ら

電
話
が
あ
り
、『
原
稿
零
枚
日
記
』
が
文
庫
に
な
る
と
の
知
ら
せ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
入
る
」
と
あ
る
。
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「
文
庫
に
な
る
と
の
知
ら
せ
」
を
受
け
取
り
「
あ
と
が
き
」
を
書
い
て
い
る
の
は
、

〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
で
あ
る
は
ず
だ
が
、読
者
は
再
び
デ
ジ
ャ
‐
ヴ
ュ
を
味
わ
う
。

Ｅ
さ
ん
に
「
苔
の
香
り
」
を
感
じ
、Ｍ
君
と
「
ト
ン
ボ
の
死
骸
」
を
愛
で
る
「
ヨ
ー

コ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
小
説
家
は
、「
苔
料
理
専
門
店
」
で
苔
を
堪
能
し
（
九
月
の

あ
る
日
（
金
））、「
ア
ー
ト
作
品
に
も
劣
ら
ぬ
存
在
感
」
の
「
付
け
爪
」
に
描
か
れ

た
イ
ト
ト
ン
ボ
に
見
と
れ
て
い
た
（
七
月
の
あ
る
日
（
日
））「
私
」
で
は
な
い
の
か
、

と
。

　
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
を
小
説
化
し
た
の
が
「
私
」
な
の
で
は
な
い
。〈
小
説
家

小
川
洋
子
〉
が
『
原
稿
零
枚
日
記
』
の
「
私
」
を
な
ぞ
り
、「
私
」
の
〈
模
シ
ミ
ュ
ラ
ク
ル
像
〉
と

し
て
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
が
作
ら
れ
る
と
い
う
顚
倒
が
な
さ
れ
て
い
る
。

四
、「
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
」
を
巡
る

　

こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
『
原
稿
零
枚
日
記
」
と
「
現
代
ア
ー
ト
」
と
の
か
か
わ

り
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
「
原
稿
零
枚
」
と
い
う
記
録
の
集
積
が
、
河
原
温
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ト
の
方
法
に
通
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に『
原
稿
零
枚
日
記
』の
内
容
が
、

〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
の
作
品
を
「
盗
用
」
し
て
お
り
、
そ
れ
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ニ
ズ
ム
の
方
法
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
と
「
私
」
と
が
モ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
の
ア
ー
ト
の
よ
う
に
、
共
鳴
し
あ
っ
て
主
体
の
不

確
か
さ
を
表
現
し
、
つ
い
に
は
実
在
と
虚
像
と
の
顚
倒
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

以
上
三
点
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
現
代
ア
ー
ト
」
の
方
法
に
加
え
て
、
小
説
で
は
「
現
代
ア
ー
ト
の

祭
典
」
が
挿
入
さ
れ
る
。「
私
」
が
そ
の
見
学
に
「
Ｔ
と
い
う
名
の
遠
い
町
へ
行
く
」

の
だ
。
唯
一
示
さ
れ
た
「
タ
イ
ト
ル
」
の
「
た
く
さ
ん
の
失
わ
れ
た
窓
の
た
め
に
」

は
、
内
海
昭
子
が
「
大
地
の
芸
術
祭　

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

2
0
0
6
」
と
「
同
2
0
0
9
」
で
展
示
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
す
で

に
言
及
し
た
よ
う
に
、「
七
月
の
あ
る
日
（
日
）」
で
描
か
れ
た
の
は
、
こ
の
芸
術

祭
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

　
「
大
地
の
芸
術
祭　

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
と
は
、
北
川
フ
ラ
ム

が
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
三
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い

る
「
日
本
を
代
表
す
る
国
際
芸
術
祭
」25
の
一
つ
で
あ
る
。「
新
潟
県
・
越
後
妻
有

地
域
の
広
大
な
里
山
を
舞
台
に
20
年
続
く
芸
術
祭
」26
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

以
下
、「
私
」
が
見
学
す
る
作
品
の
い
く
つ
か
を
、
二
〇
〇
九
年
の
「
大
地
の
芸

術
祭
」
出
品
作
品
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
先
に
も
触
れ
た
内
海
昭
子
「
た
く
さ
ん
の
失
わ
れ
た
窓

0

0

0

0

0

の
た
め
に
」
は
、

『
原
稿
零
枚
日
記
』
の
な
か
で
、「
白
く
細
い
鉄
の
棒
が
縦
に
二
本
、
横
に
二
本
組

み
合
わ
さ
っ
て
大
き
な
正
方
形
を
作
っ
て
い
る
。（
中
略
）
上
辺
に
薄
く
透
き
通
る

0

0

0

0

0

0

布0

が
二
枚
取
り
付
け
ら
れ
」
と
描
か
れ
て
い
る
（
図
①
参
照
）。

次
の
鑑
賞
作
品
は
元
機
織
工
場

0

0

0

0

0

。（
中
略
）
広
い
部
屋
に
は
一
面
ラ
ン
プ
が
飾

ら
れ
、
乳
白
色
の
明
か
り
が
点
さ
れ
て
い
た
。（
中
略
）
シ
ェ
ー
ド
は
ど
れ
も
蠟

で
固
め
ら
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
だ
っ
た
。
し
か
も
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
汗
染
み
が
あ
っ
た
り

ほ
つ
れ
て
い
た
り
、
つ
い
さ
っ
き
ま
で
誰
か
が
着
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

様
子
が
あ
り
あ
り
と

残
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
は
、
瀧
澤
清
「
津
南
の
た
め
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
り
、「
峡
谷

の
ト
ン
ネ
ル
に
並
べ
ら
れ
た
炭
の
彫
刻
」
は
、
山
本
浩
二
の
「
清
津
峡
渓
谷
ト
ン

ネ
ル
美
術
館
」
で
あ
る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
等
の
「
最
後
の
教
室
」

は
「
元
小
学
校

0

0

0

0

」
に
あ
る
。

　

体
育
館
の
扉
を
開
け
た
途
端
、藁
の
に
お
い
が
押
し
寄
せ
て
く
る
。床
に
一
面
、

藁
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。（
中
略
）
灯
さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
ぼ
ん
や
り
し
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六
七

現
代
ア
ー
ト
か
ら
読
む
小
川
洋
子
『
原
稿
零
枚
日
記
』（
佐
々
木
亜
紀
子
）

た
光
と
、
藁
の
に
お
い
だ
け
に
包
ま
れ
て
い
る
。（
中
略
）

　

そ
の
時
、
上
の
階
か
ら
突
然
重
苦
し
い
破
裂
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。（
中
略
）

　

程
な
く
そ
れ
も
作
品
の
一
部
で

0

0

0

0

0

0

あ
り
、
心
臓
音

0

0

0

を
装
置
で
拡
大
し
て
い
る
だ

け
だ
と
判
明
し
て
私
た
ち
は
す
ぐ
さ
ま
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
。

そ
し
て
最
後
に
行
き
着
い
た
の
は
、行
武
治
美
「
再
構
築
」（
図
②
参
照
）
で
あ
る
。

最
後
の
作
品
は
ス
ス
キ
の
茂
る
野
原
の
奥
に
あ
っ
た
。（
中
略
）
そ
れ
は
赤
い

屋
根
の
道
具
小
屋

0

0

0

0

で
、
外
壁
か
ら
内
壁
、
床
か
ら
天
井
ま
で
一
面
、
無
数
の
小

さ
な
楕
円
形
の
鏡
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。（
中
略
）
野
原
の
中
に
小
屋
が
あ

り
小
屋
の
中
に
野
原
が
あ
っ
た
。（
中
略
）
私
た
ち
三
人
の
姿

0

0

0

0

0

0

0

が
、
あ
ち
こ
ち
の

鏡
に
映
っ
て
は
消
え
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
原
稿
零
枚
日
記
』
に
は
、
二
〇
〇
九
年
の
「
大
地
の
芸
術
祭
」

が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
小
説
は
単
に
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
の
実
経
験

と
し
て
「
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
」
を
描
く
こ
と
は
な
い
。
中
村
の
い
う
「
境
界
事

象
」27
へ
と
小
説
は
浮
遊
し
て
い
く
。

　

た
と
え
ば
、「
私
」
は
「
男
二
人
、
女
四
人
の
計
六
人
」
で
、「
時
間
厳
守
」
を

厳
命
す
る
ガ
イ
ド
と
と
も
に
「
一
台
の
ワ
ゴ
ン
車
」
で
ア
ー
ト
を
巡
る
の
だ
が
、

同
行
者
は
次
々
に
「
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
」。「
た
く
さ
ん
の
失
わ
れ
た
窓
の
た
め
に
」

で
男
子
大
学
生
が
去
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、「
元
機
織
工
場
」で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、「
元

小
学
校
」
で
は
「
付
け
爪
美
女
」、鏡
の
「
道
具
小
屋
」
で
は
「
マ
フ
ラ
ー
婦
人
」
が
、

「
時
間
厳
守
」
に
対
応
で
き
ず
に
脱
落
し
て
ゆ
く
の
だ
。

　
「
私
」
た
ち
が
巡
る
工
場
、
ト
ン
ネ
ル
、
小
学
校
、
道
具
小
屋
な
ど
は
、「
失
わ

れ
た
窓
」
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、使
わ
れ
な
く
な
っ
た
喪
失
の
場
所
で
あ
る
。「
私
」

は
そ
こ
で
す
で
に
失
わ
れ
た
登
場
人
物
た
ち
を
思
う
。「
生
活
改
善
課
の
Ｒ
さ
ん
と

作
家
の
Ｗ
さ
ん
」、「
わ
こ
さ
ん
と
ネ
ネ
さ
ん
も
Ｚ
先
生
も
譜
め
く
り
の
Ｊ
子
さ
ん

も
パ
ー
テ
ィ
ー
荒
ら
し
も
子
泣
き
相
撲
の
赤
ん
坊
も
暗
唱
ク
ラ
ブ
の
先
生
も
」
み

な
「
ど
こ
か
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
」
と
。

　

現
実
の
「
大
地
の
芸
術
祭
」
は
、
喪
失
を
抱
え
た
「
私
」
に
と
っ
て
、「
境
界
事

象
」
へ
と
シ
フ
ト
す
る
「
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
妻

有
と
い
う
町
は
「
Ｔ
と
い
う
名
の
遠
い
町
」
と
い
う
〈
模
像
〉
の
町
と
な
る
の
だ
。

　

五
、
現
代
ア
ー
ト
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
性
と
偶
然
性

　

神
隠
し
の
よ
う
に
同
行
者
た
ち
が
次
々
と「
ア
ー
ト
作
品
」の
な
か
へ「
遠
ざ
か
っ

て
ゆ
く
」
の
を
た
だ
受
け
入
れ
て
い
る
「
私
」
は
、
い
か
に
も
小
説
ら
し
い
の
登

場
人
物
で
あ
る
。
だ
が
一
方
で
、こ
の
喪
失
の
場
で
、「
私
」
は
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
」
を
想
起
す
る
。

私
は
遠
い
昔
に
訪
れ
た
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
強
制
収
容
所
を
思
い
出
し
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
刈
り
取
っ
た
髪
の
毛
の
山
が
、
展
示
室
の
ケ
ー
ス
を
覆
い
尽
く

し
て
い
た
さ
ま
が
蘇
っ
て
き
た
。（
中
略
）
と
う
に
そ
の
肉
体
は
滅
ん
で
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
だ
け
が
行
き
場
を
失
い
呆
然
と
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
「
私
」
の
背
後
か
ら
『
ア
ン
ネ
の
日
記

0

0

』
を
文
学
的
原
点
と
し
た
〈
小
説
家
小
川

洋
子
〉
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。「
日
記
」
の
書
き
手
は
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
な
の

か
と
、
読
者
は
再
び
「
境
界
事
象
」
か
ら
引
き
戻
さ
れ
、「
私
」
と
〈
小
説
家
小
川

洋
子
〉
と
を
、
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
は
「
私
」
が
ア
ー
ト
と
現
実
と
の
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
に
も
表

さ
れ
て
い
る
。

走
っ
て
い
る
道
の
途
中
、
ど
ん
な
風
景
に
作
品
が
隠
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ず
、
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気
が
抜
け
な
か
っ
た
。
工
事
現
場
か
と
や
り
過
ご
せ
ば
、
そ
れ
が
鉄
骨
の
立
派

な
オ
ブ
ジ
ェ

0

0

0

0

で
あ
っ
た
り
、
銀
色
に
輝
く
三
本
の
棒
に
見
と
れ
て
い
る
と
、
小

学
校
の
単
な
る
校
旗
掲
揚
ポ
ー
ル

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
た
り
し
た
。

　
「
私
」
の
体
験
す
る
幻
惑
は
、
こ
の
芸
術
祭
の
「
現
代
ア
ー
ト
」
ら
し
さ
で
も
あ

る
。

　

こ
こ
ま
で
「
現
代
ア
ー
ト
」
と
い
う
語
を
小
説
の
引
用
と
し
て
使
用
し
、
定
義

を
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、『
原
稿
零
枚
日
記
』
で
描
か
れ
た
「
現
代
ア
ー
ト
」
の
特

徴
は
、
次
の
二
つ
の
点
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

一
つ
は
、
日
常
性
を
締
め
出
し
た
施
設
の
な
か
に
鎮
座
す
る
「
オ
ブ
ジ
ェ
」
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
。
美
術
館
な
ど
の
施
設
内
で
の「
美
術
」で
は
な
い
の
だ
。「
現

代
ア
ー
ト
」
は
日
常
か
ら
引
き
は
が
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
。
そ
の

た
め
「
私
」
は
、ア
ー
ト
と
し
て
の
「
オ
ブ
ジ
ェ
」
と
「
単
な
る
国
旗
掲
揚
ポ
ー
ル
」

と
の
見
分
け
が
つ
か
な
い
。「
現
代
ア
ー
ト
」
は
「
オ
ブ
ジ
ェ
」
と
し
て
の
価
値
で

は
な
く
、
コ
ン
セ
プ
ト
に
重
き
が
置
か
れ
る
。
工
場
、
ト
ン
ネ
ル
、
小
学
校
、
道

具
小
屋
は
、
生
活
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
瀧
澤
の
作
品
で
使
わ
れ

た
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
は
「
誰
か
が
着
て
い
た
」
と
い
う
日
常
性
に
意
味
が
あ
る
。

　

い
ま
一
つ
は
、
見
る
者
と
見
ら
れ
る
モ
ノ
（
オ
ブ
ジ
ェ
）
と
い
う
固
定
化
を
解

体
し
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
性
の
強
い
ア
ー
ト
で
あ
る
こ
と
だ
。「
現
代
ア
ー
ト
」

は
鑑
賞
す
る
対
象
物
と
だ
け
み
な
さ
れ
る
の
を
好
ま
ず
、
相
互
性
を
目
指
す
。
ボ

ル
タ
ン
ス
キ
ー
の
「
最
後
の
教
室
」
で
鑑
賞
者
の
心
臓
音
が
流
れ
る
の
は
、
鑑
賞

者
が
「
作
品
の
一
部
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
行
武
の
「
再

構
築
」
の
無
数
の
鏡
は
、
鑑
賞
者
を
映
し
出
し
、
そ
れ
が
オ
ブ
ジ
ェ
を
ま
さ
に
再-

構
築
し
続
け
て
い
る
の
だ
。

　

要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
「
現
代
ア
ー
ト
」
は
、
鑑
賞
者
の
参
加
あ
る
い
は
介
入

を
要
求
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
作
品
（「
た
く
さ
ん
の
失
わ
れ
た
窓
の
た
め
に
」）

の
「
窓
の
枠
に
足
を
掛
け
」「
窓
の
こ
ち
ら
側
か
ら
あ
ち
ら
側
へ
と
飛
び
降
り
」
た

「
肥
満
児
大
学
生
」
の
行
動
は
、
真
正
な
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
・
ア
ー
ト
体
験
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
同
様
に
、「
私
」
が
「
日
記
」
を
書
い
て
い
る
と
い
う
日
記
体
小
説

と
い
う
ア
ー
ト
の
な
か
へ
、〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
は
「
飛
び
降
り
」
て
い
く
の
だ
。

　

ま
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
な
ア
ー
ト
で
あ
る
こ
と
は
、
偶
然
性
に
も
依
拠
す
る

こ
と
に
も
な
る
。
小
川
は
『
原
稿
零
枚
日
記
』
が
書
か
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
、
編
集
者
の
顔
を
見
た
途
端
に
意
味
も
な
く
湧
き
上
が
っ
て
き
た
プ
ラ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ン
を
べ
ら
べ
ら
と
喋
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
だ
。
相
手
に
矛
盾
を
突
く
隙
を
与
え
な
い
よ
う
、

途
切
れ
な
く
、
と
に
か
く
べ
ら
べ
ら
と
。 

28

　
「
べ
ら
べ
ら
と
喋
っ
た
」
内
容
に
、「
現
代
ア
ー
ト
」
の
方
法
で
日
記
体
小
説
を

書
く
こ
と
や
、「
大
地
の
芸
術
祭
」
な
ど
の
見
学
が
含
ま
れ
て
い
た
か
は
、
判
断
し

難
い
。
だ
が
先
に
言
及
し
た
藤
野
可
織
の
「
こ
の
作
品
の
た
め

0

0

0

0

0

0

0

の
取
材
に
同
行
」

と
い
う
こ
と
ば
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ
ば
、あ
る
時
点
で
、芸
術
祭
を
「
こ
の
作
品
」

に
生
か
す
こ
と
が
企
画
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
原
稿
零
枚
日
記
』
が
初
出
で
二
〇
〇
九
年
一
月
か
ら
連
載
さ
れ
始
め
、
芸
術
祭

を
見
た
の
が
七
月
な
ら
ば
、
作
品
全
体
を
「
現
代
ア
ー
ト
」
と
の
関
連
で
読
解
す

る
の
は
矛
盾
が
あ
る
と
い
う
指
摘
も
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
大
地
の
芸
術
祭
」

は
既
に
二
〇
〇
〇
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
内
海
の
作
品
な
ど
も
二
〇
〇
六
年
か
ら
展

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
多
様
な
媒
体
で
話
題
と
な
り
、
多
数
の
資
料
が
提
示

さ
れ
て
い
た
。「
現
代
ア
ー
ト
」
に
造
詣
の
深
い
小
川
な
ら
ば
、
こ
の
芸
術
祭
と
そ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
知
ら
ぬ
は
ず
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
芸
術
祭
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

日
記
体
小
説
で
作
品
化
す
る
こ
と
を
「
べ
ら
べ
ら
と
喋
っ
た
」
と
推
測
す
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。
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六
九

現
代
ア
ー
ト
か
ら
読
む
小
川
洋
子
『
原
稿
零
枚
日
記
』（
佐
々
木
亜
紀
子
）

　

芸
術
祭
を
見
学
す
る
前
か
ら
「
現
代
ア
ー
ト
」
の
方
法
で
連
載
を
開
始
で
き
る

の
は
、
偶
然
性
も
ま
た
「
現
代
ア
ー
ト
」
の
方
法
だ
か
ら
だ
。
屋
外
に
設
置
さ
れ

た
り
、
鑑
賞
者
と
の
相
互
性
を
重
視
し
た
り
す
る
ア
ー
ト
は
、
当
然
な
が
ら
偶
然

性
を
伴
う
。

　

内
海
の
「
た
く
さ
ん
の
失
わ
れ
た
窓
の
た
め
に
」
で
は
、
上
辺
に
取
り
付
け
ら

れ
た
二
枚
の
「
薄
く
透
き
通
る
布
」
が
、天
候
に
よ
っ
て
一
瞬
ご
と
に
姿
を
変
え
る
。

行
武
の
「
再
構
築
」
で
は
、「
私
た
ち
三
人
の
姿
が
、
あ
ち
こ
ち
の
鏡
に
映
っ
て
は

消
え
」
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ー
ト
は
偶
然
の
作
用
を
取
り
入
れ
続
け
る
こ
と
を
意
図

し
て
い
る
の
だ
。

た
と
え
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
に
書
か
れ
た
小
説
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
は

必
ず
作
者
の
無
意
識
の
計
画
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
Ｔ
で
起
こ
っ
た

出
来
事
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
偶
然

0

0

で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
、
何
も
の
か
の

確
か
な
意
図

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て
導
か
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。（
八
月
の
あ
る
日
（
金
））

　
「
あ
ら
す
じ
係
の
経
歴
を
持
つ
私
」
は
、「
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
」
の
話
を
母
に

語
り
な
が
ら
、
小
説
の
「
偶
然
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
同
時
に
こ
れ
は
『
原

稿
零
枚
日
記
』
そ
の
も
の
の
定
義
で
も
あ
る
。「
意
味
も
な
く
湧
き
上
が
っ
て
き
た

プ
ラ
ン
を
べ
ら
べ
ら
と
喋
っ
た
」と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た「
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
」

の
小
説
で
あ
り
な
が
ら
、「
偶
然
」
の
作
用
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
「
確
か
な
意
図
」

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
小
説
な
の
で
あ
る
。

　
『
原
稿
零
枚
日
記
』
は
、「
大
地
の
芸
術
祭
」
を
書
き
込
む
こ
と
で
、
行
武
の
「
再

構
築
」
の
鏡
の
よ
う
に
、〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
の
日
常
を
映
し
出
し
、
再-

構
築

さ
れ
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
な
ア
ー
ト
小
説
に
な
る
。

お
わ
り
に

　

小
川
洋
子
の
近
作
「
装
飾
用
の
役
者
」29
は
、富
豪
Ｎ
老
人
が
豪
邸
に
作
っ
た
「
劇

場
」
に
「
装
飾
用
の
役
者
」
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
話
で
あ
る
。

老
人
が
目
指
し
た
の
は
本
物
で
は
な
く
、
舞
台
で
す
。
現
実
か
ら
切
り
取
ら

れ
た
偽
物
の
空
間
で
す
。
本
物
の
舞
台
を
作
る
た
め
に
、
偽
物
を
持
っ
て
く

る
。
し
か
も
そ
の
舞
台
は
装
飾
で
あ
る
。

　

装
飾
に
過
ぎ
な
い
「
偽
物
」
の
役
者
に
よ
っ
て
「
本
物
」
に
近
づ
く
「
舞
台
」。

小
川
が
「
偽
物
」
と
「
本
物
」
の
顚
倒
に
つ
い
て
意
識
的
な
小
説
を
書
き
続
け
て

い
る
こ
と
が
判
る
。「
偽
物
の
空
間
」
に
「
役
者
」
と
し
て
暮
ら
す
「
本
物
」
の
人

間
で
あ
る
は
ず
の
小
説
の
主
人
公
は
、『
原
稿
零
枚
日
記
』
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
日

記
体
小
説
の
な
か
に
入
り
込
ん
で
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
を
演
じ
る
「
私
」
の
よ

う
だ
。

　
『
原
稿
零
枚
日
記
』は
河
原
温
の《I GO

T
 U
P

》シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
メ
ー
ル
・
ア
ー

ト
と
同
じ
く
、
原
稿
枚
数
の
集
積
を
小
説
と
い
う
ア
ー
ト
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
の
作
品
を
「
盗
用
」
し
、
果
て
は
〈
小
説
家
小
川

洋
子
〉
そ
の
も
の
を
〈
模
シ
ミ
ュ
ラ
ク
ル
像
〉
と
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ニ
ズ
ム
の
方
法
に
貫
か

れ
た
小
説
で
あ
る
。「
日
記
」
を
書
く
「
私
」
と
〈
小
説
家
小
川
洋
子
〉
は
互
い
に

浸
食
し
あ
い
、
時
に
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
リ
ン
グ
・
ア
ー
ト
の
よ
う
に
共
鳴

し
て
い
る
。

　

ま
た
「
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
」
を
「
私
」
が
巡
る
こ
の
小
説
は
、そ
れ
ら
の
ア
ー

ト
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
性
と
偶
然
性
に
身
を
委
ね
る
「
現
代
ア
ー
ト
」
の
実

践
な
の
だ
。『
原
稿
零
枚
日
記
』
と
は
小
説
家
の
日
常
を
ア
ー
ト
に
す
る
小
説
と
い

う
ア
ー
ト
な
の
で
あ
る
。
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七
〇

①　

内
海
昭
子
「
た
く
さ
ん
の
失
わ
れ
た
窓
の
た
め
に
」（
北
川
フ
ラ
ム
ほ
か
監
修

『
大
地
の
芸
術
祭　

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
6
』
二
〇
〇

七
、
現
代
企
画
室
）

②　

行
武
治
美
「
再
構
築
」（
①
に
同
じ
）



― 170 ―

七
一

現
代
ア
ー
ト
か
ら
読
む
小
川
洋
子
『
原
稿
零
枚
日
記
』（
佐
々
木
亜
紀
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１ 
片
岡
真
実
「ST

ILL A
LIV
E

へ
よ
う
こ
そ
」（
国
際
芸
術
祭
あ
い
ち
2
0
2
2

　

公
式
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
）
お
よ
び
、
W
e
b
版
『
美
術
手
帖
』https://

bijutsutecho.com
/m
agazine/new

s/report/25855

参
照
（
二
〇
二
二
年
一

二
月
四
日
閲
覧
）。

２ 

『
原
稿
零
枚
日
記
』
の
引
用
は
単
行
本
（
二
〇
一
〇
、
集
英
社
）
に
拠
り
、
初
出

と
文
庫
版
（
二
〇
一
三
、
集
英
社
文
庫
）
を
適
宜
参
照
す
る
。
ま
た
ル
ビ
は
省
く
。

３ 

単
行
本
の
末
尾
に
あ
る
「CO

N
T
EN
T
S

」
の
標
題
名
。「CO

N
T
EN
T
S

」
は

文
庫
版
で
は
削
除
。

４
『
シ
ュ
ガ
ー
タ
イ
ム
』（
一
九
九
一
、
中
央
公
論
社
）。
引
用
は
同
書
に
拠
る
。

５
『
妊
娠
カ
レ
ン
ダ
ー
』（
一
九
九
一
、
文
藝
春
秋
）。
引
用
は
同
書
に
拠
る
。

６ 

吉
田
篤
弘
「
世
界
の
片
隅
の
爪
切
り
の
音　
「
原
稿
零
枚
日
記
」
小
川
洋
子
」（『
群

像
』　65-10　

二
〇
一
〇
・
一
〇
）、
青
山
七
恵
「
記
さ
れ
な
か
っ
た
言
葉
の
住
処

　
『
原
稿
零
枚
日
記
』̶

̶

小
川
洋
子
」（『
新
潮
』　

百
七
ノ
十
一
、
二
〇
一
〇
・

一
一
）
な
ど
が
あ
る
。

７ 

蜂
飼
耳
「
尺
度
の
伸
縮
と
日
記
体
の
可
能
性　
「
原
稿
零
枚
日
記
」
小
川
洋
子
」

（『
文
學
界
』
六
十
四
ノ
十　

二
〇
一
〇
・
一
〇
）。

８ 

松
永
美
穂
「
季
刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー　
「
日
記
」
と
い
う
虚
構　

小
川
洋
子
『
原

稿
零
枚
日
記
』」（
週
刊
朝
日
別
冊　

小
説
ト
リ
ッ
パ
ー　

2
0
1
0
年
冬
季
号　

二
〇
一
〇
・
一
二
・
三
〇
）。

９ 

中
村
三
春
「〈
原
稿
零
枚
〉
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ̶

̶

小
川
洋
子
『
原
稿
零

枚
日
記
』
と
現
実
性
の
境
界
事
象
」（
高
橋
幸
平
ほ
か
編
『
小
説
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ

リ
テ
ィ　

理
論
で
読
み
直
す
日
本
の
文
学
』
二
〇
二
二
年
、
ひ
つ
じ
書
房
）。
以
下

「
中
村
論
文
二
〇
二
二
ａ
」
と
す
る
。

10 

「
言
葉
か
ら
遠
く
へ　

物
語
の
役
割
」
聞
き
手
・
構
成
＝
宮
内
千
和
子
（『
青
春

と
読
書
』　

二
〇
一
〇
・
八
）。

11 

藤
野
可
織
「『
原
稿
零
枚
日
記
』
を
読
む　

は
じ
ま
り
か
ら
も
終
わ
り
か
ら
も

遠
い
と
こ
ろ
」（
前
掲
『
青
春
と
読
書
』）。

12 

谷
崎
潤
一
郎
『
瘋
癲
老
人
日
記
』（
一
九
六
二
、
中
央
公
論
社
）。

13 

安
藤
宏
「
太
宰
治
・
小
説
の
書
け
な
い
小
説
家
た
ち̶

̶

『
道
化
の
華
』『
猿

面
冠
者
』『
玩
具
』̶

̶

」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
九
一
・
四
）
参
照
。

14 

吉
田
竜
也
「
書
け
な
い
小
説
家
の
系
譜̶

̶

村
上
春
樹
「
風
の
歌
を
聞
け
」
冒

頭̶
̶

」（『
日
本
文
学
』
二
〇
一
八
・
八
）
参
照
。
吉
田
は
こ
こ
で
村
上
春
樹
と

正
宗
白
鳥
を
例
に
論
じ
て
い
る
。

15 

中
村
三
春
「
小
川
洋
子
『
琥
珀
の
ま
た
た
き
』
と
監
禁
の
終
わ
る
と
き̶

̶

『
ア

ン
ネ
の
日
記
』
と
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
か
ら̶

̶

」（『
接
続
す
る
文
芸
学̶

̶

村
上
春
樹
・
小
川
洋
子
・
宮
崎
駿
』
二
〇
二
二
、
七
月
社
）。

16 

拙
稿「
小
川
洋
子
の
描
く
ケ
ア
ラ
ー
た
ち̶

̶

〈
家
族
の
私
事
〉を
生
き
る
」（『
早

稲
田
文
学　

増
刊
号
』
二
〇
二
二
年
三
月
）、
同
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト
を

め
ぐ
る
小
説　

村
上
春
樹
『
１
Ｑ
８
４
』・
小
川
洋
子
『
こ
と
り
』」（
拙
編
著
『
ケ

ア
を
描
く̶

̶

育
児
と
介
護
の
現
代
小
説
』
二
〇
一
九
、
七
月
社
）。

17 

前
掲
松
永
論
文
。

18 

W
e
b
サ
イ
ト
「
阪
神　

2
0
0
8
年
の
試
合
結
果
と
日
程
表 

」https://
w
w
w
.idbaseball.jp/con/sch/sch2008/ht.htm

l#case9

（
二
〇
二
二
年
一
二

月
四
日
閲
覧
）。

19 

小
川
洋
子
『
深
き
心
の
底
よ
り
』（
一
九
九
九
年
、
海
竜
社
、
の
ち
二
〇
〇
六
年
、

ｐ
Ｈ
ｐ
文
庫
）。
引
用
は
文
庫
に
拠
る
。

20 
前
掲
「
中
村
論
文
二
〇
二
二
ａ
」。

21 
椹
木
野
衣
『
増
補
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ニ
ズ
ム
』（
二
〇
〇
一
、ち
く
ま
学
芸
文
庫
）。

22 

暮
沢
剛
巳
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ニ
ズ
ム
」（『
現
代
美
術
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
0
0
』
二
〇
〇
九
、
ち
く
ま
新
書
）。

23 

中
村
が
「
中
村
論
文
二
〇
二
二
ａ
」
で
「
日
記
体
小
説
」
の
性
質
と
し
て
あ
げ
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七
二

た
「
断
絶
性
と
連
続
性
」
に
当
て
は
ま
る
。

24 
前
掲
W
e
b
版
『
美
術
手
帖
』
参
照
（
二
〇
二
二
年
一
二
月
四
日
閲
覧
）。

25 

山
本
浩
貴
『
現
代
美
術
史
』（
二
〇
一
九
、
中
公
新
書
）。

26 

W
e
b
サ
イ
ト
「
越
後
妻
有　

大
地
の
芸
術
祭
2
0
2
2
」

https://w
w
w
.echigo-tsum

ari.jp/triennale/y2022/

（
二
〇
二
二
年
一
二
月

四
日
閲
覧
）。

27 

前
掲
「
中
村
論
文
二
〇
二
二
ａ
」。

28 

小
川
洋
子
『
妄
想
気
分
』（
二
〇
一
一
、集
英
社
）
所
収
「
私
の
書
い
た
本
た
ち
」。

引
用
は
同
書
に
拠
る
。

29 

小
川
洋
子
『
掌
に
眠
る
舞
台
』（
二
〇
二
二
、
集
英
社
）
所
収
。
引
用
は
同
書

に
拠
る
。




